
上下水道 市民アンケート結果 

令和３年１２月 関市基盤整備部水道課、下水道課 

① 回答率、回答者情報 

回答率 46.1％（922 件/2000 件、上下水道両方契約者、約 31,100 件の約 3.0％の回答） 

 

 

 

対象者を無作為抽出したため、各回答について実態に応じた割合が得られていると考える。 

年代別において高齢者の割合が高いことについては、調査世帯内で回答を作成した方の年

齢が高く推移したことが考えられる。 

10代

0.1%

20代

0.7%

30代

6.3%

40代

12.7%
50代

14.2%

60代

23.6%

70代

27.8%

80代以上

12.8%

法人

1.9%

年代別回答者割合

旧関

84.0%

武芸川

5.9%

洞戸

2.2%

板取

2.2%

武儀

3.9%

上之保

1.9%

地域別回答者割合

１戸建て住宅

84.2%

共同住宅

7.5%

住宅事業所併用

3.9%

事業所その他

4.4%

上下水道利用形態割合

（有効回答数 917） 

（有効回答数 916） 

（有効回答数 916） 



上下水道 市民アンケート結果 

令和３年１２月 関市基盤整備部水道課、下水道課 

② 上下水道「いまとこれから」について 

資料の内容について９割以上の理解者を得られた。 

 →施設等老朽化進行・財政面の課題を伝えるのに十分に平易明瞭な内容だったといえる。 

 

施設等老朽化対応について予防的（積極的）に行うべきとの考えが９割と非常に大きかった。 

 →上下水道事業側の考え方に使用者側の考えも一致したといえる。 

 

施設等老朽化に対処するための財源確保について積極的に行うべきとの意見が最も多かっ

たが、これに対し、現状収入の範囲内でという意見も全体の１／３ほど見られた。 

 →財源確保の必要性が多くに認識されたが、財源確保（料金転嫁を推測）に対して一部に

慎重な意見もあった。 

よく理解できた

35.3%

だいたい理解できた

57.3%

もっとよく知りたいと思った

4.5%

特に感じることがなかった

2.3% その他

0.6%

資料の内容について

施設が壊れる前に予防

的に修繕・更新を行っ

ていくべきである

91.2%

予防的な修繕は行わ

ず、施設が壊れる都度

更新を行うべきである

6.8%

その他

2.0%

施設等老朽化の対応方針について

市は設備等の老朽化に対処する

ため、必要な収入を確保しなけ

ればならない

58.5%

市は得られる収入の範囲内で

修繕や更新をしていくべきで

ある

35.0%

その他

6.5%

上下水道の経営状況について

（有効回答数 907） 

（有効回答数 913） 

（有効回答数 908） 



上下水道 市民アンケート結果 

令和３年１２月 関市基盤整備部水道課、下水道課 

③ 関市の水道・下水道について 

 

 

 

 

上下水道を通じ、老朽化対策を進めること・災害に強いことを選択された割合が高かった。 

料金が安価であることを求めた割合は約１割あった。 

 

→上下水道を通じ、重要度を安価性よりも安心・安全・安定性に求めていることがいえる。 

 

 

施設の老朽化対策を進

めること

32.7%

より安全な水を提供

すること

32.5%

よりおいしい水を

提供すること

3.9%

災害（地震・大雨・停電

など）に強いこと

20.1%

水道料金が安いこと

10.5% その他

0.3%

水道の重要度について

施設の老朽化対策を

進めること

37.5%

河川や湖沼の環境を守ること

15.0%

地域の排水を円滑にすること

13.2%

災害（地震・大雨・停電

など）に強いこと

23.1%

下水道料金が安いこと

11.0%

その他

0.2%

下水の重要度について

（有効回答数 878） 

（有効回答数 872） 


